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臨時会

　
足
立
区
議
会
は
、
５
月
31
日
に
、

平
成
16
年
第
１
回
臨
時
会
（
会
期
１

日
）
を
開
会
し
ま
し
た
。

　
鹿
浜
清
議
長
、
忍
足
和
雄
副
議
長

の
辞
職
に
伴
い
、
議
長
・
副
議
長
選

挙
を
行
い
、
議
長
に
田
中
章
雄
議
員

が
、
副
議
長
に
は
、
藤
崎
貞
雄
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
就
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
常
任
委
員
会
委

員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

任
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
委

員
会
委
員
の
辞
任
に
伴
い
新
た
な
委

員
を
選
任
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各

委
員
会
で
正
・
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
ま
し
た
。(

下
段
に
名
簿
を
掲
載)

　
議
員
選
出
監
査
委
員
、
し
の
は
ら

守
宏
議
員
、
藤
崎
貞
雄
議
員
の
監
査

委
員
退
職
に
伴
い
、
後
任
監
査
委
員

と
し
て
、
加
藤
和
明
議
員
、
忍
足
和

雄
議
員
の
選
任
同
意
が
区
長
よ
り
求

め
ら
れ
、
議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
ま

し
た
。

　
議
会
推
薦
農
業
委
員
、
鈴
木
進
議

員
、
長
塩
英
治
議
員
の
農
業
委
員
の

辞
任
に
伴
い
、
後
任
農
業
委
員
と
し

て
、
せ
ぬ
ま
剛
議
員
、
浅
古
み
つ
ひ

さ
議
員
を
推
薦
し
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
で
、
公
共
財
産
等
活
用

調
査
特
別
委
員
会
、
交
通
網
・
都
市

基
盤
整
備
調
査
特
別
委
員
会
、
危
機

管
理
対
策
調
査
特
別
委
員
会
が
中
間

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

（
報
告
の
要
旨
を
２
頁
に
掲
載
）

足
立
区
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
印
鑑
登
録
申
請
時
の
本
人
確
認
を

厳
密
に
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
規

定
を
整
備
す
る
も
の

足
立
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
交
付
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
区

税
条
例
を
改
正
す
る
も
の

損
害
賠
償
額
の
決
定

　
保
木
間
一
丁
目
１
番
先
の
国
道
４

号
線
に
お
い
て
、
交
差
点
を
右
折
し

よ
う
と
し
た
清
掃
車
が
、
急
停
車
し

た
前
方
車
両
に
追
突
し
、
相
手
方
に

損
害
を
与
え
た
賠
償
の
額

　
　
　
　
　
55
万
７
千
380
円
の
決
定

議
　
長
に

議
　
長
に 

田
中
章
雄

田
中
章
雄 

議
員
議
員

副
議
長
に

副
議
長
に 

藤
崎
貞
雄

藤
崎
貞
雄 

議
員
議
員
就
任
就
任

　
た
と
え
ば
、お
祭
り
・
運
動
会
・
親
睦
旅
行
会
・
会
合
等
の
行
事
や
、入
学
式
・
卒
業
式
の
行
事
に
対
し
、

寄
付
・
お
祝
い
・
差
し
入
れ
等
を
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、個
人
に
対
し
て
も
、お
祝
い
金（
入
学
・
卒
業
等
）・
贈
り
物（
お
歳
暮
・
中
元
等
）を
す
る
こ
と
も

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、例
外
的
に
罰
せ
ら
れ
な
い
行
為
と
し
て
、議
員
本
人
が
持
参
す
る
結
婚
式
の
お
祝
い
・
香
典
が

あ
り
ま
す
。

　
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
議
員（
候
補
者
等
を
含
む
。）か
ら
の
寄
付
は
、公
職
選
挙
法
に
よ
り
、議
員
資
格
剥
奪
の
罰
則
を

も
以
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
」

5996（直通）

　
５
月
31
日
の
第
１
回
臨
時
会
の

選
挙
に
お
い
て
、
全
議
員
の
賛
同

を
得
ま
し
て
、
議
長
、
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の

職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
２
月
、
北
千
住
駅

西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の

完
了
に
よ
り
、
千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス

が
誕
生
し
、
こ
の
秋
に
は
、
文
化

芸
術
劇
場
「
シ
ア
タ
ー
１
０
１
０
」

の
こ
け
ら
落
と
し
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
北
千

住
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
大
い
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
は
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
開
業
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
足
立
区
の
ま
ち
は
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
足
立
区
の
進
む
べ
き

方
向
を
定
め
た
基
本
構
想
が
本
年

中
に
は
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
基
本
構
想
は
、

区
が
効
率
的
で
効
果
的
な
事
業
運

営
に
努
め
、
足
立
区
の
未
来
を
区

民
と
共
に
創
り
あ
げ
て
い
く
た
め

の
羅
針
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

　
区
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

区
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
の

役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
く
と

と
も
に
、
区
民
の
皆
様
の
信
託
に

応
え
、
区
政
の
一
層
の
伸
展
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
区
民
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

▼
就
任
の
あ
い
さ
つ
▲

議
　
長
に 

田
中
章
雄 

議
員

副
議
長
に 

藤
崎
貞
雄 

議
員
就
任

議
長
・
副
議
長
決
ま
る

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る
!!

平
成
平
成
1616
年
第
１
回
臨
時
会

年
第
１
回
臨
時
会

会
議
の
あ
ら
ま
し

議　長　
田中　章雄

副議長
藤崎　貞雄

危機管理対策
調査特別委員会
（定数16名）

足立区議会委員会委員名簿
委　員　会　名 委　員　氏　名（◎委員長　○副委員長）

常

任

委

員

会

（平成16年５月31日現在）

議会運営委員会
（定数14名）

総 務 委 員 会
（定数10名）

区民環境委員会
（定数８名）

産業経済委員会
（定数８名）

厚 生 委 員 会
（定数８名）

建 設 委 員 会
（定数８名）

文 教 委 員 会
（定数８名）

特

別

委

員

会

公共財産等活用
調査特別委員会
（定数16名）

交通網・都市
基盤整備調査
特 別 委 員 会
（定数16名）

◎新　井　ひでお　　　　○小　泉　ひろし　　　　○米　山　やすし
　橋　本　ミチ子　　　　　白　石　正　輝　　　　　杉　崎　征　司
　しのはら　守宏　　　　　浜　崎　健　一　　　　　鴨　下　　　稔
　針　谷　みきお　　　　　三　好　すみお　　　　　きじま　てるい
　うすい　浩　一　　　　　吉　岡　　　茂　　　　　ぬかが　和　子
　浅古　みつひさ    

◎浜　崎　健　一　　　　○杉　崎　征　司　　　　○鴨　下　　　稔
　中　島　　　勇　　　　　芦　川　武　雄　　　　　長　塩　英　治
　ふちわき　啓子　　　　　秋山　ひでとし　　　　　さとう　純　子
　鈴木　けんいち    
◎うすい　浩　一　　　　○鹿　浜　　　清　　　　○伊　藤　和　彦
　野　中　栄　治　　　　　渕　上　　　隆　　　　　小　泉　ひろし
　馬　場　信　男　　　　　市　川　伯　登  

◎古　性　重　則　　　　○たきがみ　　明　　　　○鈴　木　あきら
　橋　本　ミチ子　　　　　せぬま　　　剛　　　　　藤　崎　貞　雄
　ぬかが　和　子　　　　　渡辺　ひであき  

◎吉　岡　　　茂　　　　○白　石　正　輝　　　　○きじま　てるい
　鈴　木　秀三郎　　　　　渡　辺　修　次　　　　　高　山　延　之
　たがた　直　昭　　　　　浅古　みつひさ

◎前　野　和　男　　　　○くじらい　光治　　　　○大　島　芳　江
　鈴　木　　　進　　　　　田　中　章　雄　　　　　明　石　幸　子
　米　山　やすし　　　　　松　尾　かつや  

◎藤　沼　壮　次　　　　○しのはら　守宏　　　　○金　沢　美矢子
　忍　足　和　雄　　　　　加　藤　和　明　　　　　針　谷　みきお
　三　好　すみお　　　　　新　井　ひでお  
◎鈴　木　　　進　　　　○中　島　　　勇　　　　○ふちわき　啓子
　白　石　正　輝　　　　　芦　川　武　雄　　　　　鴨　下　　　稔
　秋山　ひでとし　　　　　大　島　芳　江　　　　　針　谷　みきお
　藤　沼　壮　次　　　　　前　野　和　男　　　　　うすい　浩　一
　新　井　ひでお　　　　　ぬかが　和　子  

◎芦　川　武　雄　　　　○長　塩　英　治　　　　○高　山　延　之
　鈴　木　　　進　　　　　中　島　　　勇　　　　　せぬま　　　剛
　伊　藤　和　彦　　　　　忍　足　和　雄　　　　　加　藤　和　明
　さとう　純　子　　　　　大　島　芳　江　　　　　たきがみ　　明
　明　石　幸　子　　　　　鈴　木　あきら　　　　　渕　上　　　隆
　松　尾　かつや    

◎渡　辺　修　次　　　　○秋山　ひでとし　　　　○渡辺　ひであき　
　鹿　浜　　　清　　　　　鈴　木　秀三郎　　　　　くじらい　光治
　野　中　栄　治　　　　　ふちわき　啓子　　　　　金　沢　美矢子
　古　性　重　則　　　　　藤　沼　壮　次　　　　　前　野　和　男
　鈴木　けんいち　　　　　馬　場　信　男　　　　　たがた　直　昭
　市　川　伯　登

（
注
）
○
承
認
　
×
不
承
認

■
意
見
の
分
か
れ
た
案
件

足
立
区
議
会
自
由
民
主
党

足
立
区
議
会
公
明
党

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

足
立
区
議
会
民
主
党

結
　
果

件
名

会
派
名
及
び
結
果

承
　
認

農
業
委
員
会
委
員
を
推
薦

特
別
委
員
会
の
報
告

可

決

し

た

議

案

報

　

　

告

議
員
選
出
監
査
委
員
選
任
に
同
意

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

特
別
委
員
会
の
委
員
構
成
決
ま
る

専
決
処
分
し
た
事
件
の

報

告

及

び

承

認

専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告

及
び
承
認
（
特
別
区
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

会
　
派
　
名

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る
!!

平
成
16
年
第
１
回
臨
時
会



足 立 区 議 会 だ よ り

会
派
の
役
員
紹
介

　
今
臨
時
会
で
、
公
共
財
産
等
活
用

調
査
特
別
委
員
会
、
交
通
網･

都
市

基
盤
整
備
調
査
特
別
委
員
会
、
危
機

管
理
対
策
調
査
特
別
委
員
会
が
中
間

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

利
用
建
設
計
画
」
「
区
有
財
産
等
の

有
効
活
用
」
「
足
立
区
に
お
け
る
国
・

都
有
財
産
の
研
究
」
の
３
項
目
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

旧
本
庁
舎
跡
利
用
建
設
計
画
に
つ
い
て

　
平
成
15
年
４
月
に
、
足
立
区
と
綜

合
商
事
㈱
と
の
基
本
協
定
の
締
結
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
綜
合
商
事
㈱
よ
り
（
仮

称
）
あ
だ
ち
新
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
計
画
概
要
が
示
さ
れ
、
第
２
次
提

案
と
の
変
更
点
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

駐
車
場
の
台
数
が
大
幅
減
に
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
重
要
な

問
題
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
多
く

の
委
員
か
ら
執
行
機
関
へ
代
替
案
を

求
め
る
要
望
が
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
、

旧
千
寿
小
学
校
の
校
庭
を
暫
定
利
用

の
公
共
駐
車
場
と
す
る
計
画
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
執
行
機
関
と
綜
合
商
事
㈱

と
の
協
議
内
容
と
し
て
、
コ
ス
ト
オ

ン
方
式
に
よ
っ
て
元
請
業
者
を
決
定

す
る
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は

基
本
協
定
が
守
ら
れ
な
い
恐
れ
が
生

じ
る
た
め
、
足
立
区
議
会
と
執
行
機

関
は
、
規
定
を
遵
守
す
る
よ
う
綜
合

商
事
㈱
に
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
（
仮
称
）
あ
だ
ち
新
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
足
立
の
移
転
計
画
等
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的
を

達
成
さ
せ
る
た
め
に
、
今
後
も
研
究

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

区
有
財
産
等
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
区
か
ら
は
、
公
有
財
産
有
効
活
用

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
学
校
跡
地

や
未
利
用
地
・
低
利
用
地
な
ど
を
有

効
活
用
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う
、

と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
公
有
財
産
の
活
用
構
想

や
、
遊
休
施
設
・
用
地
の
活
用
等
の

基
準
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、

具
体
的
な
売
却
候
補
地
も
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
は
、
区

有
地
の
売
却
は
、
地
元
説
明
会
や
売

却
後
の
影
響
等
を
考
慮
し
た
上
で
慎

重
に
進
め
る
こ
と
や
、
個
人
へ
の
売

却
も
可
能
と
な
る
よ
う
に
す
る
な
ど

要
望
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
区
立
伊
豆
高
原
区
民
保
養

所
や
、
旧
土
地
開
発
公
社
用
地
の
４

箇
所
に
つ
い
て
は
、
売
却
に
向
け
た

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
区
有
地
や
公
社
保
有
地

な
ど
の
活
用
と
処
分
に
つ
い
て
も
、

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
「
土
地
活
用
」
及
び

「
旧
本
庁
舎
跡
利
用
」
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

人
線
や
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
始

め
と
す
る
中
・
大
量
輸
送
機
関
や
新

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
交
通
不
便
地
域

の
解
消
に
向
け
た
バ
ス
路
線
網
の
再

編
等
を
重
点
課
題
と
し
、
調
査
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

日
暮
里
・
舎
人
線
に
つ
い
て

　
平
成
15
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て｢

日
暮
里
・
舎
人
線
の
平
成
19
年

度
開
業
を
求
め
る
意
見
書｣

を
議
決
し
、

本
年
１
月
、
東
京
都
知
事
に
対
し
本

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
駅
周
辺
の
整
備
等
が
進
む

予
定
で
あ
り
、
推
移
を
慎
重
に
見
守

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
つ
い
て

　
平
成
17
年
秋
の
開
業
が
ほ
ぼ
確
実

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
鉄
道
本
体
工
事
の
み
な
ら

ず
、
駅
周
辺
整
備
等
を
含
め
進
捗
を

見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

環
七
高
速
鉄
道
（
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
）

に
つ
い
て

　
東
京
都
の
協
力
も
得
て
議
会
・
区

民
・
行
政
が
一
体
と
な
り
一
層
の
推

進
活
動
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
平
成
15
年
1
月
に
は
５
回
目
と
な

を
開
催
し
、
関
係
自
治
体
と
連
携
し

つ
つ
、
積
極
的
に
整
備
促
進
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

地
下
鉄
竹
の
塚
・
王
子
・
池
袋
線
（
仮

称
）
に
つ
い
て

　
北
区
、
豊
島
区
と
の
連
携
を
密
に

今
後
一
層
実
現
に
向
け
た
努
力
が
重

要
で
す
。

バ
ス
路
線
網
再
編
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
る
か
ぜ
」

は
、
新
た
に
４
路
線
の
運
行
が
実
現

し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
交
通
不
便

地
域
の
解
消
と
新
線
開
業
に
伴
う
バ

ス
路
線
網
の
再
編
を
調
査
研
究
し
、

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

　
新
線
開
業
に
伴
う
駅
周
辺
を
は
じ

め
、
西
新
井
駅
西
口
地
区
や
新
田
地

区
、
千
住
大
橋
駅
周
辺
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
新
線

開
業
に
あ
わ
せ
た
バ
ス
路
線
網
を
含

め
た
交
通
網
の
整
備
、
さ
ら
に
は
駅

周
辺
を
中
心
と
す
る
全
体
的
な
都
市

基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
特
別
委
員
会

「
犯
罪
防
止

関
す
る
こ
と
」
「
交
通
安
全
対
策
に

関
す
る
こ
と
」
「
災
害
対
策
に
関
す

る
こ
と
」
「
オ
ウ
ム
真
理
教
（
現
ア

ー
レ
フ
）
対
策
に
関
す
る
こ
と
」
の

４
項
目
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

犯
罪
防
止
に
つ
い
て

　
区
で
は
平
成
14
年
に
足
立
区
生
活

安
全
条
例
を
制
定
し
、
生
活
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
、

自
主
的
な
生
活
安
全
活
動
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
よ
り
積
極
的
に
対

応
し
て
い
く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
犯
罪
防
止
対
策
の
基
本
は

区
民
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
の
高

揚
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
借
り
て
対
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
の
啓
発
活
動
を
通
じ
、
犯
罪
に
関

す
る
実
態
の
認
識
及
び
注
意
を
喚
起

し
て
い
く
こ
と
、
学
齢
期
か
ら
の
防

犯
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
要
望

し
ま
し
た
。
一
方
、
犯
罪
防
止
に
関

す
る
専
門
家
を
招
き
、
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
年
２
回
行
わ
れ
る
春
及
び
秋
の
交

通
安
全
運
動
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
各
種
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
等
を
実
施
し
て
い
る
に
も
拘
わ

ら
ず
事
故
が
増
え
て
お
り
、
事
故
発

生
に
関
す
る
地
域
的
偏
在
等
の
傾
向

を
分
析
し
た
上
で
、
今
後
の
検
討
材

料
と
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

　
災
害
時
協
定
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
事
業
所
等
に
協

力
を
働
き
か
け
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、

発
生
源
・
病
状
等
に
関
す
る
正
確
な

知
識
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

つ
い
て

　
区
内
在
住
の
信
徒
数
、
関
連
施
設

に
関
す
る
直
近
の
情
報
に
つ
い
て
の

報
告
を
受
け
、
町
会
・
自
治
会
、
警

察
、
区
の
協
力
体
制
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
と
も
区
民
の
不
安
を

払
拭
す
る
抜
本
的
な
対
応
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
豊
か
で
創
造
的
な
生
活
を
営
む
た

め
に
は
、
生
活
の
安
全
だ
け
で
な
く
、

安
心
感
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
総
合
的
な
危
機

管
理
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
本
委
員
会
で
は
引
き
続
き

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
各
会
派
の
役
員
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

足
立
区
議
会
自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
　
　
勇

　
副
幹
事
長
　
　
新
井
　
ひ
で
お

　
　
同
　
　
　
　
鴨
下
　
　
　
稔

足
立
区
議
会
公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
芦
川
　
　
武
雄

　
副
幹
事
長
　
　
ふ
ち
わ
き
啓
子

　
　
同
　
　
　
　
う
す
い
　
浩
一

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

　
　
　
　
　
　
　
大
島
　
　
芳
江

　
　
　
　
　
　
　
針
谷
　
み
き
お

　
副
幹
事
長
　
　
伊
藤
　
　
和
彦

　
　
同
　
　
　
　
鈴
木
け
ん
い
ち

足
立
区
議
会
民
主
党

　
　
　
　
　
　
　
秋
山
ひ
で
と
し

　
副
幹
事
長
　
　
野
中
　
　
栄
治

　
５
月
31
日
の
臨
時
会
で
は
正
・
副

議
長
の
改
選
を
は
じ
め
、
各
委
員
会

委
員
等
の
議
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
各
会
派
役
員
の
変
更
も

あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
広
報
委
員
会

も
新
た
な
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
広
報
委
員
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
　
　
　
　
　
長
）
田
中
　
章
雄

（
副
　
　
議
　
　
長
）
藤
崎
　
貞
雄

（
議
会
運
営
委
員
長
）
鈴
木
　
　
進

　
中
島
　
　
勇
　
　
　
う
す
い
浩
一

　
新
井
ひ
で
お
　
　
　
大
島
　
芳
江

　
鴨
下
　
　
稔
　
　
　
針
谷
み
き
お

　
芦
川
　
武
雄
　
　
　
秋
山
ひ
で
と
し

　
集
　
後
　

編
　
集
　
集
　
後
　
後
　
記
　

幹

事

長

幹

事

長

幹

事

長

団

長

団
　
　
長

幹

事

長

　
　
　
　

幹

事

長

　
　
　
　

幹

事

長

幹

事

長
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